
こ
こ
に
「
チ
ベ
ッ
ト
佛
典
」
と
い
う
の
は
、
東
北
大
学
の
チ
、
ヘ
ッ
ト
佛
典
に
つ
い
て
の
刊
行
物
に
、
チ
尋
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
総
目
録
（
昭
和

九
年
刊
行
）
と
、
チ
ベ
ッ
ト
撰
述
佛
典
目
録
（
昭
和
二
八
年
刊
行
）
と
い
う
二
つ
の
目
録
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
了
解
せ
ら
れ
る
如
く
、

チ
↑
ヘ
ッ
ト
佛
典
と
い
っ
て
も
、
チ
今
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
と
、
大
蔵
経
と
い
う
叢
書
に
収
ま
ら
な
い
佛
典
・
蔵
外
佛
典
と
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

わ
た
く
し
が
従
来
若
干
の
関
心
を
注
い
で
い
る
の
は
、
主
と
し
て
チ
、
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
で
あ
る
の
で
；
只
今
は
、
そ
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
に
つ
い

て
述
奪
へ
た
い
。

さ
て
↑
佛
典
の
歴
史
的
根
源
的
な
意
味
に
お
い
て
の
原
典
と
し
て
は
、
一
般
的
に
は
、
①
南
方
佛
教
圏
内
の
国
女
で
、
そ
の
聖
典
と
し

て
伝
承
し
て
い
る
．
〈
－
リ
亀
農
）
語
佛
典
と
、
②
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
（
、
四
国
骨
牌
）
語
佛
典
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

①
。
〈
－
リ
語
佛
典
は
、
高
楠
順
次
郎
先
生
監
修
の
下
に
国
訳
刊
行
せ
ら
れ
た
南
伝
大
蔵
経
六
五
巻
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
大
蔵
経
と

し
て
、
ま
と
ま
っ
た
形
を
整
え
て
伝
承
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
②
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
佛
典
は
、
山
田
竜
城
著
「
梵
語
佛
典
の
諸
文
献
」

チ
ベ
ヅ
ト
佛
典

(一）

原
典
と
し
て
の
大
蔵
経
と
翻
訳
佛
典
と
し
て
の
大
蔵
経

に

つ

い

て

山
口

益
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（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
九
年
）
の
初
め
に
述
尋
へ
ら
れ
て
い
る
如
く
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
佛
典
が
現
在
、
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
に
つ
い
て
、
歴
史
的
地
理
的
に
諸
種
の
事
情
を
経
過
し
て
い
る
た
め
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
佛
典
は
大
蔵
経
と
し
て
ま
と
ま

っ
た
体
裁
を
と
る
に
至
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

次
に
、
翻
訳
さ
れ
た
佛
典
と
し
て
の
大
蔵
経
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
①
わ
れ
わ
れ
に
最
も
親
し
く
知
ら
れ
て
い
る
漢
訳
大
蔵
経
（
大

正
新
脩
大
蔵
経
の
よ
う
な
）
と
、
②
そ
れ
か
ら
今
日
述
べ
よ
う
と
す
る
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
大
蔵
経
と
の
他
に
、
③
一
三
世
紀
に
蒙
古
の
ジ
ン

ギ
ス
・
カ
ー
ン
（
成
吉
思
汗
ｏ
①
侭
言
ｍ
悶
冒
ロ
）
の
孫
フ
ビ
ラ
イ
（
忽
必
烈
厨
冒
菖
巴
）
の
勅
令
を
以
っ
て
大
成
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
蒙

（
１
）

古
語
訳
大
蔵
経
、
④
一
七
世
紀
に
至
っ
て
満
州
族
の
渭
国
に
よ
っ
て
自
国
語
に
訳
さ
れ
た
満
州
語
訳
大
蔵
経
、
⑤
及
び
宋
元
の
頃
に
、
チ

ベ
ッ
ト
種
族
の
一
支
流
で
あ
る
タ
ン
グ
ー
ト
族
（
党
項
族
目
四
侭
昌
）
が
、
シ
ナ
の
西
北
地
区
に
国
を
立
て
、
宋
・
遼
・
金
・
元
な
ど
と

鼎
立
し
て
約
二
○
○
年
間
続
い
た
西
夏
が
、
シ
ナ
と
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
と
の
文
明
を
輸
入
し
て
西
夏
文
字
を
造
り
、
西
夏
語
大
蔵
経
の
刊
行
と
い

う
大
事
業
を
残
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
西
夏
語
訳
大
蔵
経
と
い
う
も
の
な
ど
を
数
え
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
ら
の
中
で
、
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
と
い
う
も
の
に
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
佛
典
か
ら
の
翻
訳
の
さ
れ
方
が
最
も
直
訳
的
で
あ
る
と

い
う
点
が
注
意
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
佛
典
が
チ
、
ヘ
ッ
ト
に
翻
訳
せ
ら
れ
る
に
当
っ
て
↑
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
佛
典

が
透
写
で
き
る
よ
う
な
構
成
を
も
つ
古
典
チ
。
ヘ
ッ
ト
語
（
ｇ
煙
切
巴
。
昌
目
蔚
冨
ロ
）
が
制
定
せ
ら
れ
、
そ
の
古
典
チ
》
ヘ
ッ
ト
語
で
も
っ
て
、

主
と
し
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
佛
典
が
翻
訳
せ
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う
点
で
↑
チ
、
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
な
る
も
の
は
、
そ
の
他
の
諸
訳
語
の
大

蔵
経
と
い
う
も
の
よ
り
、
最
も
原
典
的
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
日
は
、
そ
う
い
う
チ
、
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
に
つ
い
て
若
干
駄
弁
を
費
や
そ
う
と
お
も
う
の
で
あ
る
。

③
漢
訳
佛
典
伝
訳
事
情

ｊｌ
ｌｆ

チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
編
纂
に
至
る
ま
で
の
沿
革
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パ
ル
チ
ヤ

わ
れ
わ
れ
に
最
も
親
し
い
漢
訳
大
蔵
経
は
、
後
漢
の
桓
帝
の
初
め
（
紀
元
一
四
七
年
）
に
安
世
高
と
い
う
安
息
国
の
人
の
手
に
よ
っ
て

訳
せ
ら
れ
た
も
の
を
初
め
と
し
、
爾
後
数
百
年
間
そ
の
訳
経
事
業
は
打
ち
続
い
て
、
唐
の
開
元
一
八
年
（
紀
元
七
三
○
年
）
に
智
昇
が
開

元
釈
教
録
と
い
う
訳
経
目
録
を
編
纂
し
た
頃
は
、
中
国
佛
教
史
上
、
翻
訳
事
業
の
最
盛
時
を
過
ぎ
た
頃
で
、
そ
の
訳
経
目
録
に
記
載
せ
ら

れ
て
い
る
佛
典
は
‐
一
○
七
六
部
五
○
四
八
巻
と
い
う
数
に
上
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
訳
経
事
業
を
完
遂
せ
し
め
た
数
多
く
の
イ
ン
ド

佛
教
の
使
節
た
ち
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ク
ッ
シ
１
の
険
阻
を
越
え
、
西
域
の
大
砂
漠
を
賊
渉
し
て
、
所
謂
シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド
を
経
由
し
た
か
、

或
い
は
、
第
三
世
紀
の
初
め
以
降
、
貿
易
風
の
科
学
的
証
明
に
よ
っ
て
開
発
せ
ら
れ
た
南
海
の
航
路
を
経
た
の
で
あ
っ
た
が
↑
そ
れ
ら
の

使
節
た
ち
は
浬
梁
寂
滅
を
体
現
し
た
佛
陀
釈
迦
牟
尼
に
対
す
る
共
通
な
尊
崇
の
念
か
ら
、
イ
ン
ド
と
シ
ナ
と
を
接
合
す
る
た
め
に
挺
身

し
、
数
世
紀
間
ゞ
途
絶
え
る
こ
と
の
な
い
功
業
を
成
し
と
げ
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
事
業
は
、
政
治
的
な
関
わ
り
と
は
離
れ
た
、
純
粋

に
個
人
的
な
宗
教
的
信
念
に
基
づ
い
て
果
さ
れ
て
い
っ
た
平
和
的
な
使
節
の
い
と
な
み
と
い
う
琴
へ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
佛
教
が
中
国
へ
伝

（
２
）

播
し
て
い
っ
た
そ
れ
ら
の
事
情
の
精
神
的
な
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
シ
ル
ヴ
ァ
ソ
・
レ
ヴ
ィ
著
「
佛
教
人
文
主
義
」
、
及
び
「
イ
ン
ド
文
化

史
」
に
要
を
得
た
叙
述
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
教
授
の
叙
述
は
、
イ
ン
ド
か
ら
シ
ナ
へ
向
っ
て
佛
教
を
伝
訳
し
た
人
女
を
中
心
に
し
て
叙
述
せ
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
こ
に
、
七
世
紀
の
玄
装
や
義
浄
に
よ
っ
て
代
表
せ
ら
れ
る
中
国
人
求
法
僧
た
ち
に
よ
っ
て
な
し
と
げ
ら
れ
た
訳
経
事
業
も
、
同

じ
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
固
よ
り
で
あ
る
。

⑤
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
訳
佛
典
伝
訳
事
情

チ
↑
ヘ
ッ
ト
の
佛
教
受
容
。
し
か
し
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
訳
佛
典
が
で
き
上
っ
て
い
っ
た
過
程
は
、
そ
れ
と
は
そ
の
あ
り
方
を
異
に
す
る
。
一

体
、
佛
教
が
チ
、
ヘ
ッ
ト
へ
容
れ
ら
れ
た
の
は
七
世
紀
の
初
め
、
時
の
チ
、
ヘ
ッ
ト
王
ソ
ン
ッ
ェ
ン
ガ
ム
ポ
（
野
呂
宮
の
鯉
口
の
唱
日
君
）
が
、

チ
、
ヘ
ッ
ト
高
原
の
谷
間
に
散
在
し
て
い
た
尚
半
ば
未
開
の
諸
部
族
を
王
の
権
威
の
下
に
統
整
し
、
シ
ナ
及
び
ネ
。
〈
－
ル
の
帝
王
に
向
っ
て
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夫
亙
の
彼
等
の
王
女
を
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
王
妃
と
し
て
贈
る
こ
と
を
強
請
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
シ
ナ
の
唐
の
大
宗
の
王
女
文
成
公
主
は
、
貞

観
一
五
年
（
六
四
一
年
）
に
、
ネ
・
〈
－
ル
の
王
女
↑
〈
－
モ
キ
ッ
ゥ
ン
局
己
昌
○
］
向
言
冨
目
目
）
は
；
そ
れ
以
前
に
ソ
ン
ッ
ェ
ン
ガ
ム
ポ

の
王
妃
と
し
て
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
に
入
っ
て
い
た
。
二
人
の
王
妃
は
、
共
に
熱
心
な
佛
教
信
者
で
あ
っ
て
、
何
れ
も
僧
侶
、
佛
典
、
佛
像
を
携
え

て
チ
《
ヘ
ッ
ト
に
入
っ
て
行
っ
た
。
こ
れ
は
佛
教
が
公
式
に
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
へ
受
容
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
佛
教
に

（
３
）

よ
る
文
化
事
業
が
、
中
央
ア
ジ
ア
の
砂
漠
よ
り
も
、
よ
り
粗
野
な
チ
↑
ヘ
ッ
ト
地
区
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

チ
、
ヘ
ッ
ト
に
お
け
る
佛
典
翻
訳
の
開
始
。
け
れ
ど
も
、
佛
典
の
翻
訳
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
よ
り
約
一
世
紀
半
ほ

ど
後
で
あ
っ
て
↑
チ
ソ
ン
デ
ッ
ェ
ン
（
嵐
冒
』
閂
３
国
の
耳
麗
ご
当
段
Ｉ
忌
む
王
が
訳
経
事
業
を
開
始
し
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
王
の
晩

年
に
近
い
七
七
九
年
に
、
サ
ム
エ
（
固
め
四
日
怠
い
）
寺
が
勅
命
に
よ
っ
て
建
設
せ
ら
れ
ゞ
そ
れ
を
訳
経
の
場
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
以
後
に

訳
経
事
業
は
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
王
の
子
チ
デ
ソ
ン
ッ
ェ
ン
（
属
冒
巨
烏
閂
ｇ
ｑ
印
菌
ロ
百
房
ｌ
臼
ｇ
に
よ
っ
て
、
そ
の
事
業
は
承
け
継

が
れ
、
そ
の
子
レ
ー
・
〈
チ
ェ
ン
（
罰
巴
冨
・
騨
昌
あ
ぶ
ｌ
震
ｃ
に
至
っ
て
、
事
業
は
最
高
潮
に
達
し
た
。
そ
の
チ
デ
ソ
ン
ッ
ェ
ン
王
の
晩

（
４
）

年
，
八
一
二
年
頃
、
勅
命
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
と
お
も
わ
れ
る
デ
ン
ヵ
ル
マ
Ｐ
８
ｐ
鳥
目
日
四
）
目
録
に
よ
る
と
、
そ
こ
に
記
録
さ

れ
て
い
る
佛
典
は
七
三
○
余
部
に
亙
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
佛
典
の
翻
訳
者
の
中
に
は
、
イ
ン
ド
、
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
、
ネ
・
〈
－
ル
か
ら
き

た
外
国
僧
七
名
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
僧
八
名
な
ど
の
名
が
主
な
も
の
と
し
て
注
意
せ
ら
れ
る
。

レ
ン
ダ
ル
マ
の
破
佛
。
た
だ
し
、
レ
ー
。
〈
チ
ェ
ン
王
は
、
余
り
に
佛
教
保
護
に
熱
心
で
あ
っ
た
た
め
に
、
国
粋
主
義
者
の
ボ
ン
（
国
。
］
〕
）

（
５
）

教
徒
た
ち
か
ら
嫉
視
さ
れ
て
殺
逆
さ
れ
、
次
に
即
位
し
た
レ
ン
ダ
ル
マ
（
⑦
宮
口
３
吋
目
四
＆
認
ｌ
震
ｇ
王
は
、
八
四
三
年
に
破
佛
に
暴

威
を
振
っ
た
の
で
、
。
ヘ
ー
ギ
ド
ジ
ェ
（
Ｃ
も
こ
閏
冑
８
号
）
な
る
佛
教
僧
の
手
で
暗
殺
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て
レ
ン
ダ
ル
マ
王
の
変
死
に

よ
っ
て
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
の
王
統
は
絶
え
、
そ
れ
で
チ
、
ヘ
ッ
ト
の
古
代
史
は
終
っ
て
以
後
は
群
雄
割
拠
の
中
世
時
代
と
な
っ
た
。

そ
の
レ
ン
ダ
ル
マ
王
の
破
佛
ま
で
に
、
現
代
の
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
と
称
せ
ら
れ
る
佛
典
の
密
教
以
外
の
も
の
で
、
普
通
園
巨
＆
言
牌

８
国
○
口
と
い
わ
れ
る
経
は
す
で
に
八
○
％
、
固
炭
①
鴨
め
厨
と
い
わ
れ
る
論
釈
は
四
○
％
が
す
で
に
翻
訳
せ
ら
れ
て
あ
っ
た
。
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ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
独
自
の
教
団
は
、
カ
ー
ダ
ム
。
〈
（
圃
丙
農
魁
四
日
め
恩
）
と
称
せ
ら
れ
、
そ
れ
の
後
継
者
に
よ
っ
て
、
サ
キ
ャ
パ
（
獣
ご
凹

冒
）
な
ど
の
教
団
が
成
立
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
教
団
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
候
国
が
あ
っ
て
、
教
権
の
拡
大
は
結
局
、
政
治
的
支
配

圏
内
の
拡
張
で
あ
り
、
チ
。
ヘ
ッ
ト
に
お
け
る
政
教
一
致
の
佛
教
王
国
と
い
う
伝
統
は
、
そ
の
辺
か
ら
拾
頭
し
て
い
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ

れ
ら
各
派
教
団
間
に
は
激
烈
な
戦
争
を
行
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
一
三
世
紀
に
な
っ
て
蒙
古
の
フ
ビ
ラ
イ
・
カ
ー

チ
｛
、
ヘ
ッ
ト
佛
教
の
復
興
。
レ
ン
ダ
ル
マ
王
の
死
後
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
国
内
に
は
群
雄
割
拠
の
分
裂
状
態
が
長
く
続
い
た
。
そ
し
て
レ
ン
ダ
恥

ル
マ
王
の
破
佛
以
後
、
諸
侯
た
ち
が
佛
教
の
回
復
に
努
力
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
の
回
復
は
捗
友
し
く
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
や
ネ

。
〈
－
ル
か
ら
の
学
僧
の
入
国
す
る
者
も
少
な
く
、
芳
左
佛
教
も
ボ
ン
教
の
思
想
に
侵
犯
さ
れ
て
、
怪
し
げ
な
原
始
宗
教
に
転
落
す
る
傾
向

を
辿
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
う
い
う
邪
道
を
厭
っ
て
再
び
イ
ン
ド
か
ら
純
粋
な
佛
教
を
導
入
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
諸
所
に
起
っ
た
。
恰
も

そ
の
頃
、
イ
ン
ド
は
回
教
軍
の
侵
入
に
荒
ら
さ
れ
て
‐
ナ
ー
ラ
ン
ダ
（
ｚ
巳
四
目
Ｐ
）
↑
ヴ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ー
ラ
（
ご
房
目
白
畠
旨
．
）
な
ど
の
大

僧
院
は
破
壊
さ
れ
、
文
庫
は
焼
か
れ
、
僧
徒
は
殺
裁
さ
れ
て
分
散
の
余
儀
な
い
状
態
に
な
っ
た
の
で
、
イ
ン
ド
佛
僧
の
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
へ
の
逃

（
６
）

避
が
屡
女
見
ら
れ
、
そ
れ
が
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
の
復
興
を
う
な
が
し
た
。

そ
の
佛
教
復
興
の
初
期
に
、
大
訳
官
・
リ
ン
チ
ェ
ン
サ
ン
ポ
（
Ｆ
ｏ
目
の
口
罰
旨
呂
の
口
冒
息
冒
ｂ
ｇ
Ｉ
ｇ
駅
）
と
い
う
チ
、
ヘ
ッ
ト

人
訳
経
者
も
、
可
成
り
な
部
数
の
佛
典
を
訳
出
し
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
の
ヴ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ー
ラ
大
僧
院
か
ら
迎
え
ら
れ
た
有
名
な
学
僧
は
、

ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
（
胃
尉
２
梵
名
目
層
目
爾
儲
尉
且
剴
邑
四
ら
ｇ
ｌ
ｇ
圏
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
佛
教
復
興
の
た
め
に
チ
、
ヘ
ッ
ト
か
ら
ヴ

ィ
ク
ラ
マ
シ
ー
ラ
僧
院
へ
派
遣
さ
れ
て
い
た
二
人
の
チ
、
ヘ
ッ
ト
人
学
僧
と
共
に
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
へ
入
国
す
る
以
前
に
、
す
で
に
相
当
数
の
佛

典
を
訳
出
し
て
い
た
が
、
彼
が
チ
？
ヘ
ッ
ト
に
入
っ
た
六
七
歳
か
ら
七
三
歳
で
逝
去
す
る
迄
に
、
到
る
処
で
講
述
し
翻
訳
を
行
な
っ
た
典
籍

（
７
）

の
数
は
、
ま
こ
と
に
多
部
数
に
及
ぶ
。
殊
に
イ
ン
ド
大
乗
佛
教
の
根
幹
を
な
す
典
籍
に
関
す
る
も
の
が
多
部
数
に
上
っ
て
い
る
。
彼
の
功

業
に
よ
っ
て
、
純
正
な
イ
ン
ド
佛
教
の
気
風
が
振
興
し
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
佛
教
は
、
彼
に
至
っ
て
完
全
に
思
想
上
の
統
整
が
な
さ
れ
た
と
い
わ

れ
る
。



ソ
の
時
代
（
一
二
四
七
年
）
に
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
が
蒙
古
に
よ
っ
て
制
圧
せ
ら
れ
た
と
き
、
ア
テ
ィ
ー
シ
ャ
の
系
統
で
あ
る
サ
キ
ャ
。
〈
の
僧
侶

。
〈
ク
。
〈
（
短
嘗
侭
め
冒
八
思
巴
）
が
認
め
ら
れ
て
、
フ
ビ
ラ
イ
・
カ
ー
ン
の
帝
師
（
一
二
七
○
年
）
と
な
り
、
蒙
古
帝
国
の
佛
教
の
総

（
８
）

監
督
の
役
目
を
な
し
、
蒙
古
新
字
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
や
が
て
、
始
め
に
一
言
し
た
蒙
古
語
訳
大
蔵
経
と
し
て
後
に
集
大
成
さ
れ

る
べ
き
蒙
古
語
訳
佛
典
の
翻
訳
事
業
が
起
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
し
て
、
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
教
授
は
、
先
に
一
言
し
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド
の
佛
教
が
シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド
を
経

由
し
、
或
い
は
南
海
を
経
て
中
国
へ
伝
訳
せ
ら
れ
た
と
い
う
功
業
を
、
ヒ
ュ
ー
言
一
ゞ
ス
ム
。
ブ
デ
ィ
ク
（
国
巨
日
陰
日
⑩
目
①
冒
昌
巨
省
の
）

の
重
要
な
一
面
と
し
て
取
り
上
げ
る
と
共
に
、
イ
ン
ド
の
佛
教
が
、
チ
毒
ヘ
ッ
ト
へ
輸
入
せ
ら
れ
、
特
に
回
教
軍
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
本
国
に

お
い
て
佛
教
が
破
滅
せ
ら
れ
る
頃
か
ら
続
点
と
チ
、
ヘ
ッ
ト
へ
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
佛
典
の
翻
訳
が
で
き
て
行
き
、
チ
ベ
ッ
ト
佛

教
の
教
団
が
形
成
せ
ら
れ
、
そ
の
流
れ
の
中
で
蒙
古
語
訳
大
蔵
経
が
翻
訳
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事
情
を
も
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
・
ブ

デ
ィ
ク
の
著
目
す
べ
き
一
面
と
し
て
認
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

チ
、
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
の
編
纂
。
さ
て
、
そ
の
よ
う
な
事
情
を
経
て
、
一
四
世
紀
に
、
ブ
ト
ン
佛
教
史
の
著
者
と
し
て
有
名
な
学
僧
ブ
ト

ン
・
リ
ン
チ
ェ
ン
ル
ブ
。
〈
日
自
の
８
国
閃
冒
・
庁
口
唱
号
冨
〕
届
ｇ
ｌ
届
置
）
の
時
に
至
っ
て
、
現
在
の
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
の
源
の
形
と
見
ら

れ
る
よ
う
な
佛
典
の
組
織
的
な
編
纂
と
い
う
大
事
業
が
、
ブ
ト
ン
の
手
に
よ
っ
て
大
成
せ
ら
れ
た
。
オ
《
〈
１
ミ
ラ
ー
日
．
○
冨
尉
目
皀
の
Ｈ
）

（
９
）

に
よ
る
ブ
ト
ン
佛
教
史
の
英
訳
の
序
に
お
い
て
、
オ
、
ハ
ー
ミ
ラ
ー
の
師
ス
チ
ェ
ル
ゞ
〈
シ
キ
ー
（
煕
呂
の
号
鼻
、
ご
）
の
記
述
す
る
と
こ
ろ
に

よ
る
と
八
”
そ
れ
の
最
後
の
形
態
が
、
四
五
○
○
部
か
ら
な
る
佛
典
の
大
集
成
で
あ
る
現
在
の
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
を
、
組
織
的
に
編
纂
す

る
資
格
の
あ
る
学
僧
は
、
ブ
ト
ン
を
措
い
て
他
に
は
な
い
－
と
い
う
。
そ
こ
に
い
わ
ゆ
る
ブ
ト
ン
の
佛
教
史
と
は
、
当
時
チ
等
ヘ
ッ
ト
に
お

い
て
す
で
に
翻
訳
せ
ら
れ
保
持
せ
ら
れ
て
あ
っ
た
全
佛
典
の
組
織
的
体
系
的
な
概
観
を
行
な
う
に
当
っ
て
、
先
ず
叙
述
せ
ら
れ
た
イ
ン
ド

及
び
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
の
佛
教
史
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
歴
史
的
叙
述
に
続
い
て
、
ブ
ト
ン
は
、
チ
↓
ヘ
ッ
ト
に
保
持
せ
ら
れ
て
あ
っ
た
佛
典

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
佛
典
の
著
者
の
あ
る
も
の
は
著
者
と
、
翻
訳
者
と
、
を
誌
し
た
目
録
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
で
、
ブ
ト
ン
の
そ
う
い
う
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以
上
は
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
事
情
を
経
て
チ
蕾
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
が
形
成
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
か
を
略
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
見

ら
れ
る
如
く
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
は
、
唐
の
太
宗
の
王
女
文
成
公
主
を
迎
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
中
国
か
ら
も
、
佛
像
、
佛
典
、
僧
侶
の
渡
来
が

あ
っ
た
事
情
か
ら
見
て
も
、
中
国
佛
教
と
の
交
渉
も
深
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
に
は
、
イ
ン
ド
か
ら

佛
教
が
次
欠
と
伝
来
し
て
、
イ
ン
ド
か
ら
の
佛
典
の
翻
訳
が
主
流
を
な
し
て
い
る
と
い
う
跡
が
顕
著
で
あ
る
。
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
教

（
、
）

授
の
ヒ
ュ
ー
言
一
ズ
ム
・
ブ
デ
ィ
ク
に
も
、
そ
う
い
う
点
が
強
調
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
に
お
い
て
イ
ン
ド
佛
教

が
主
流
を
な
し
て
い
る
と
い
う
事
由
に
つ
い
て
、
学
界
で
注
意
せ
ら
れ
て
い
る
重
要
な
一
、
二
の
点
に
つ
い
て
述
令
へ
る
。

㈹
佛
典
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
．
Ｑ
四
ｍ
ｍ
旨
巴
貝
胃
冨
画
の
性
格
。
第
一
は
、
佛
典
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
と
し
て
の
古
典
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
（
Ｑ
厨
の
旨
里

目
冒
す
ロ
）
の
性
格
に
つ
い
て
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
佛
典
が
翻
訳
せ
ら
れ
る
に
当
っ
て
、
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
佛
典
が
透
写
さ
れ
う
る
よ
う
な
構
成
を
，
も
つ
古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
が
制
定
せ
ら
れ
、
そ
の
古
典
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
語
に
よ
っ
て
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
佛
典
が
訳
せ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
、
そ
の
古
典
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
語
に
つ
い
て
で
あ
る
。

さ
て
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
語
佛
典
が
近
代
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
の
学
界
で
本
格
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
；
一
八
○
○
年
代
の
初
め
を
過
ぎ
た

頃
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
で
純
粋
に
語
学
的
な
業
績
だ
け
で
い
う
と
、
そ
れ
は
一
八
三
四
年
に
〈
ソ
ガ
リ
ャ
人
チ
ョ
ー
マ
・
ド
・
ケ
ー
ラ

ス
（
筐
。
ｘ
鯉
目
の
儲
Ｒ
○
日
四
号
園
冑
ｇ
）
が
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
文
典
（
シ
○
国
目
日
日
○
陣
富
国
冨
国
口
５
秒
ご
唱
侭
①
〉
ｏ
巴
。
ｐ
茸
空
》
届
置
）

著
作
に
よ
っ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の
源
の
形
態
が
奪
う
ト
ン
に
よ
っ
て
編
集
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
尤
も
そ
こ
に
、

ど
れ
だ
け
の
部
数
が
包
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
か
。
現
在
わ
れ
わ
れ
の
手
許
に
コ
ロ
タ
イ
。
フ
版
で
与
え
ら
れ
て
い
る
東
洋
文
庫
所
蔵
の
ブ
ト
ン

佛
教
史
及
び
そ
れ
に
引
続
い
て
誌
さ
れ
て
い
る
佛
典
目
録
の
部
分
は
、
そ
の
コ
ロ
タ
イ
。
フ
版
の
版
面
が
著
し
く
不
明
瞭
で
あ
る
た
め
に
、

（
、
）

未
だ
そ
の
佛
典
の
部
数
が
明
瞭
に
算
え
上
げ
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

ｊ
ｌ
ｌ
－ｌ

チ
《
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
に
お
け
る
イ
ン
ド
佛
教
的
性
格
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と
、
蔵
英
辞
典
角
号
①
冨
冒
騨
且
同
自
警
昏
目
３
○
口
四
ｑ
』
ｇ
旨
冒
す
》
扁
篭
）
と
を
刊
行
し
、
五
年
後
一
八
三
九
年
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ド

角
．
］
．
の
呂
冒
屋
ら
が
、
聖
・
ヘ
テ
ル
ス
ブ
ー
ル
窃
昌
具
勺
酔
日
号
○
口
侭
）
で
、
チ
ョ
ー
マ
の
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
語
文
典
を
基
礎
に
し
た
よ
う
な

文
典
を
、
そ
し
て
一
八
四
一
年
に
、
蔵
独
辞
典
（
貝
胃
爵
呂
己
の
巨
尉
目
の
の
言
胃
蔚
号
屋
呂
）
を
刊
行
し
た
の
が
注
目
せ
ら
れ
る
。
然

る
に
そ
の
同
じ
頃
、
フ
ラ
ン
ス
東
洋
学
界
は
、
Ｅ
・
ビ
ュ
ル
ヌ
フ
（
両
．
団
員
ロ
Ｃ
員
）
に
よ
る
佛
教
学
の
業
績
の
輝
や
か
し
い
も
の
が
あ

り
、
そ
の
学
流
で
は
、
大
乗
佛
教
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
典
と
、
そ
れ
の
漢
訳
及
び
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
訳
本
と
の
比
較
研
究
と
い
う
文
献
学
的

（
廻
）

研
究
の
方
法
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
そ
の
学
流
の
中
で
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
佛
典
と
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
訳
佛
典
の
研

究
に
携
わ
っ
て
い
た
フ
ー
コ
ー
Ｒ
Ｑ
急
餌
己
甸
Ｏ
ｐ
８
ｐ
〆
）
は
、
一
八
五
八
年
に
チ
↓
ヘ
ッ
ト
語
文
典
（
Ｆ
四
○
国
日
日
騨
胃
①
号
医
伊
騨
凋
巨
①

艮
蔚
苗
旨
①
ゞ
弓
煙
烏
）
を
刊
行
し
、
そ
こ
で
は
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
に
対
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
の
影
響
の
あ
る
こ
と
が
深
く
考
慮
さ

れ
た
。
フ
ー
コ
ー
は
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
訳
佛
典
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
原
本
へ
の
考
慮
な
く
し
て
は
、
そ
れ
の
理
解
が
不

可
能
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
文
典
の
序
で
注
意
し
た
。
次
い
で
、
今
世
紀
の
初
頭
に
あ
っ
て
、
コ
ル
デ
ィ
エ
（
国
目
置
Ｈ
９
ａ
目
）

（
過
）

が
、
古
典
チ
誉
ヘ
ッ
ト
語
の
講
義
（
９
口
尉
号
昌
蔚
国
冒
Ｑ
騨
朋
ご
ロ
の
）
を
綴
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ま
さ
し
く
古
典
チ
ゞ
ヘ
ッ

ト
語
の
文
典
害
と
取
り
組
ん
で
、
そ
の
文
典
形
態
を
解
明
し
た
も
の
は
、
ゞ
〈
コ
ー
（
菅
且
口
の
国
Ｐ
８
ｃ
で
、
彼
の
Ｆ
の
望
○
冨
甑
○
国
Ⅱ

日
日
胃
肩
四
口
ｘ
烏
目
百
○
口
目
』
の
窪
員
告
げ
○
国
）
Ｅ
〕
の
⑦
愚
目
日
巴
Ｈ
①
目
ご
酔
凹
旨
①
。
ｐ
国
蔚
冨
旨
Ｑ
色
の
、
置
昌
①
（
固
胄
肘
》
己
路
）
は
、
チ
、
ヘ
ッ

ト
学
者
琴
ハ
コ
ー
の
生
涯
の
業
績
が
、
そ
こ
に
凝
結
せ
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
書
は
、
七
世
紀
前
半
に
、
ソ
ン
ッ
ェ
ン

ガ
ム
ポ
王
が
↑
ネ
・
〈
－
ル
と
唐
と
か
ら
王
妃
を
迎
え
て
佛
教
を
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
へ
受
け
容
れ
よ
う
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
佛
典
の
チ
『
ヘ
ッ
ト
語
訳
を
作
し
遂
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
処
か
ら
、
ト
ン
ミ
・
サ
ン
ポ
ー
タ
角
冒
ロ
目
殴
目
ｇ
ｏ
菌
）
を
イ
ン
ド
へ
派
遣
し
、

ト
ン
ミ
は
イ
ン
ド
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
佛
典
を
学
び
、
そ
れ
を
基
礎
に
し
て
佛
典
の
翻
訳
の
た
め
の
古
典
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
語
文
典
を
制
定
し

た
。
そ
う
い
う
ト
ン
ミ
の
文
典
書
、
Ｉ
そ
れ
は
、
メ
ト
リ
カ
ル
（
日
の
ｇ
ｏ
己
）
な
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
そ
う
い

（
皿
）

う
経
典
の
如
き
文
典
言
を
、
、
ハ
コ
ー
は
一
八
世
紀
に
チ
、
ヘ
ッ
ト
の
文
典
学
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
そ
れ
の
註
釈
書
（
善
巧
成
就
註
）
に
よ
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っ
て
＄
近
代
言
語
学
的
に
解
明
し
た
。
こ
れ
が
バ
コ
ー
の
業
績
で
あ
る
。

更
に
、
バ
コ
ー
は
、
古
典
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
文
法
二
巻
（
○
国
目
白
巴
尉
の
自
国
蔚
国
目
Ｑ
閉
め
昌
口
①
も
ぐ
○
房
．
面
目
印
》
ら
急
ｌ
后
畠
）
を
刊

行
し
、
先
の
業
績
に
基
づ
い
て
古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
文
典
を
、
一
般
に
依
用
で
き
る
よ
う
に
叙
述
し
た
。
そ
し
て
奇
ハ
コ
ー
の
後
継
者
ラ
ル
ー

（
冒
胃
ｏ
畠
①
伊
昌
○
口
）
は
、
ま
た
実
用
文
典
害
と
し
て
初
級
古
典
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
語
綱
要
（
冒
璽
ロ
口
座
国
示
日
①
具
島
①
３
国
蔚
目
画
①
Ｑ
煙
の
巴
自
の
〉

も
胃
厨
）
乞
巴
）
を
刊
行
し
た
。
何
れ
も
ト
ン
ミ
。
サ
ン
ポ
ー
タ
か
ら
始
ま
る
古
典
文
法
学
に
基
づ
い
て
、
近
代
言
語
学
的
な
面
か
ら
編
述

せ
ら
れ
た
も
の
で
、
以
前
の
チ
ョ
ー
マ
以
来
の
チ
〒
ヘ
ッ
ト
文
法
書
類
と
全
く
趣
を
異
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
業
績
か
ら
指
示
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
訳
佛
典
の
形
態
に
つ
い
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
概
署
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
に
よ
っ
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
佛
典
が
翻
訳
せ
ら
れ
て
い
っ
た
と
き
、
普
通
な

ら
ば
、
時
間
と
い
う
も
の
が
自
然
に
語
彙
や
文
法
を
作
る
も
の
で
あ
る
の
に
、
そ
う
い
う
時
間
的
な
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
に
、
人
工
的

に
語
彙
を
制
定
し
て
胃
蔑
自
己
冒
掲
ロ
侭
①
を
造
り
あ
げ
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
の
上
に
古
典
チ
〒
ヘ
ッ
ト
語
を
貼
り
つ
け
る
よ
う
に
直

訳
し
て
行
っ
た
。
古
典
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
の
語
彙
や
文
章
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
透
写
的
な
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い

う
古
典
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
で
あ
る
か
ら
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
影
響
が
著
し
く
加
わ
っ
て
い
る
の
で
、
古
典
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
と
の
照
応
な
く
し
て
は
能
く
理
解
せ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
業
績
に
よ
っ
て
、
先
に
Ｅ
・
フ
ー
コ
ー
が
目
標
と
し
て
い
た
点
が
約
一
世
紀
を
経
て
明
確
に
証
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

尤
も
バ
コ
ー
も
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
と
の
照
応
の
仕
方
な
く
し
て
古
典
チ
ー
言
ヘ
ッ
ト
語
の
理
解
の
で
き
な
い
こ
と
を
注
意
し
た
の
で
は
あ

っ
た
が
、
バ
コ
ー
の
文
典
に
も
、
そ
の
後
継
者
ラ
ル
ー
の
文
典
の
上
に
も
、
そ
の
こ
と
は
委
細
に
は
実
証
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の

点
を
特
に
委
細
に
記
述
し
よ
う
と
し
た
も
の
が
、
稲
葉
正
就
著
「
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
語
古
典
文
法
学
」
（
法
蔵
館
、
昭
和
二
九
年
）
で
あ
る
。
稲
葉

氏
の
古
典
文
法
学
に
お
い
て
は
、
古
典
文
法
資
料
に
よ
っ
て
古
典
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
の
独
自
の
文
法
を
組
み
立
て
つ
つ
、
そ
れ
に
並
行
し
て
↑

或
い
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
よ
る
影
響
を
説
き
、
或
い
は
随
処
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
と
比
較
し
て
発
達
し
た
古
典
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
の
形
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態
を
論
述
し
て
い
る
。
い
わ
ば
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
古
典
文
法
学
と
い
う
建
物
に
↑
更
に
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
的
な
発
達
と
い
う

鉄
骨
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
稲
葉
氏
の
業
績
は
、
現
代
の
西
欧
に
お
け
る
チ
、
ヘ
ッ
ト
研
究
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
ロ
ー
マ
の

イ
ズ
メ
オ
（
房
．
旨
．
同
．
○
）
の
テ
ュ
ッ
チ
（
①
旨
ｍ
の
弓
の
目
ロ
○
日
）
教
授
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
九
五
五
年
六
月
の
二
国
騨
昇
四
目

弓
の
旦
髻
誌
に
三
頁
六
欄
に
亙
っ
て
モ
リ
チ
’
一
（
①
旨
の
の
雪
〕
の
旨
○
号
言
昌
）
氏
に
よ
っ
て
詳
細
に
紹
介
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
テ
ュ
ッ
チ
教
授
所
蔵
の
古
典
チ
ベ
ッ
ト
文
法
に
関
す
る
す
識
へ
て
の
資
料
は
，
稲
葉
氏
に
委
譲
せ
ら
れ
て
、
稲
葉
氏
は
目
下
そ
の
研
究

て
、
テ
ュ
ッ
チ
教
授
所
蔵
の

仕
上
げ
に
専
心
し
て
い
る
。

②
第
二
は
；
チ
、
ヘ
ッ
ト
佛
教
が
主
と
し
て
イ
ン
ド
佛
教
を
受
容
す
る
に
至
っ
た
契
機
と
し
て
の
一
つ
の
歴
史
上
の
事
件
に
つ
い
て
で
あ

る
。
上
述
の
如
く
、
チ
￥
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
は
、
イ
ン
ド
佛
教
的
な
性
格
に
お
い
て
成
就
さ
れ
て
い
っ
た
。
尤
も
佛
教
が
チ
ベ
ッ
ト
へ
公
的
に

移
入
せ
ら
れ
た
の
は
、
先
述
の
如
く
、
唐
の
太
宗
の
王
女
文
成
公
主
と
ネ
。
〈
－
ル
の
王
女
尋
ハ
ー
モ
キ
ッ
ゥ
ン
と
の
、
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
入
室
を

契
機
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
チ
￥
ヘ
ッ
ト
の
佛
教
に
は
中
国
佛
教
的
な
要
素
も
相
当
導
入
せ
ら
れ
て
あ
っ
て
然
る
、
へ
き
で
あ
っ
た
。
然
る

に
ネ
・
ハ
ー
ル
の
王
女
に
よ
っ
て
斎
ら
さ
れ
た
イ
ン
ド
佛
教
が
主
な
潮
流
と
し
て
行
わ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
間
に

歴
史
上
の
一
つ
の
注
目
す
べ
き
事
件
を
経
過
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ブ
ト
ン
の
佛
教
史
を
始
め
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
の
史
書
に
伝
承
せ
ら
れ

る
ラ
ッ
サ
Ｐ
丘
騨
闇
）
の
宗
論
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
先
に
も
一
言
し
た
チ
ソ
ン
デ
ッ
エ
ン
令
麗
ｌ
忌
む
王
の
治
世
中
の
出
来
事
で

そ
う
い
う
古
典
チ
ベ
ッ
ト
語
に
よ
っ
て
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
佛
典
が
訳
せ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
～
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
訳
佛
典
は
、
漢
訳
佛

典
が
厳
密
な
意
味
で
の
翻
訳
佛
典
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
的
、
原
典
的
で
あ
る
。
京
都
大
学
の
長
尾
雅
人
教
授
は
、
大

（
巧
）

平
洋
戦
争
の
頃
、
蒙
古
の
ラ
マ
教
事
情
を
視
察
し
て
、
「
蒙
古
学
問
寺
」
と
い
う
蒙
古
ラ
マ
教
に
関
す
る
き
わ
め
て
学
問
的
な
調
査
報
告

を
出
版
し
、
ラ
マ
教
僧
院
に
お
い
て
の
佛
教
学
習
の
さ
れ
方
が
全
く
イ
ン
ド
的
で
あ
る
こ
と
を
論
述
さ
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
に
チ
、
ヘ
ッ
ト

佛
教
が
イ
ン
ド
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
チ
、
ヘ
ッ
ト
語
訳
佛
典
が
イ
ン
ド
的
で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
的

で
紫
の
る
Ｌ
」
い
津
ヘ
ノ
こ
と
で
柴
め
る
。
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あ
る
。
そ
れ
を
概
略
す
る
と
、
チ
ソ
ン
デ
ッ
エ
ン
王
の
治
世
中
、
中
国
か
ら
招
い
た
頓
門
派
（
禅
宗
）
の
マ
ハ
ー
ヤ
ー
ナ
（
巨
昏
ご
習
騨
・

摩
訶
術
）
と
い
う
禅
僧
の
宗
義
が
チ
、
ヘ
ッ
ト
に
流
行
し
て
民
衆
を
ま
ど
わ
し
た
が
、
そ
の
時
、
イ
ン
ド
か
ら
漸
門
派
の
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ

（
嵐
色
目
四
宮
皀
沙
・
蓮
華
戒
）
が
招
か
れ
て
、
チ
ソ
ン
デ
ッ
エ
ン
王
の
前
で
、
禅
宗
の
マ
〈
－
ヤ
ー
ナ
和
尚
と
宗
論
を
戦
わ
せ
て
マ
〈
－
ヤ

ー
ナ
を
敗
北
せ
し
め
、
以
後
の
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
佛
教
の
性
格
を
決
定
し
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
。

従
来
、
こ
の
事
件
は
、
記
述
の
上
に
多
分
の
潤
色
の
跡
の
あ
る
処
か
ら
、
単
な
る
伝
説
と
み
な
さ
れ
、
史
実
と
遠
い
も
の
と
し
て
、
信

じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
固
い
巳
己
①
日
誌
ぐ
筐
２
５
①
ｎ
ｏ
目
目
①
号
Ｆ
ｇ
の
ｐ
』
口
唇
①
８
口
可
○
ぐ
①
曙
の
①
ｍ
胃
］
①
呂
融
は
、
目
①
①
ロ
は
①

９
口
目
宮
の
尉
切
烏
昌
目
①
鼻
号
盲
ｏ
宮
口
①
Ｐ
ｐ
ぐ
目
黒
め
誌
巳
①
：
展
罠
①
呂
愚
は
①
ロ
口
⑦
（
勺
自
爵
．
岳
闇
）
に
お
い
て
、
ド
ミ
エ
ヴ
ィ
ル
教
授

が
、
。
へ
リ
オ
（
勺
Ｐ
巳
勺
①
皀
旦
）
が
敦
埋
か
ら
将
来
し
た
文
献
の
中
に
、
頓
悟
大
乗
正
理
決
と
い
う
一
書
を
発
見
し
、
そ
の
文
献
が
、
そ
の
宗

諭
の
漢
文
記
録
で
あ
る
事
実
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
宗
論
の
史
実
で
あ
り
う
る
こ
と
が
確
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
尤
も

そ
の
ド
ミ
エ
ヴ
ィ
ル
教
授
の
業
績
に
関
し
て
は
、
京
都
大
学
の
人
文
科
学
研
究
所
の
東
方
学
報
第
三
五
冊
（
昭
和
三
九
年
）
に
掲
載
せ
ら

れ
た
上
山
大
峻
「
曇
曠
と
敦
埠
の
佛
教
学
」
の
中
で
、
上
山
氏
に
よ
っ
て
、
「
そ
の
史
実
に
関
す
る
テ
ュ
ッ
チ
教
授
に
よ
る
チ
、
ヘ
ッ
ト
資

料
の
文
献
学
的
研
究
な
ど
を
参
照
し
、
正
理
決
本
文
を
更
に
仔
細
に
審
議
せ
ら
れ
た
」
よ
う
な
点
も
あ
る
が
、
結
局
、
そ
の
事
件
の
実
情

を
適
確
に
い
う
と
、
チ
ソ
ン
デ
ッ
ェ
ン
王
の
治
世
の
七
八
○
’
七
八
二
年
頃
に
、
ラ
ッ
サ
に
お
い
て
禅
宗
の
頓
門
派
の
人
た
ち
と
イ
ン
ド

の
漸
門
派
の
人
た
ち
と
が
、
夫
女
、
自
分
た
ち
の
教
義
を
叙
述
し
、
そ
の
場
合
に
は
中
国
側
の
頓
門
派
の
禅
宗
の
信
者
が
増
加
し
た
傾
向

で
あ
っ
た
が
、
イ
ン
ド
側
は
、
そ
の
劣
勢
を
挽
回
し
よ
う
と
し
て
、
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
を
イ
ン
ド
か
ら
招
き
、
先
に
一
言
し
た
サ
ム
エ
寺
院

に
お
い
て
御
前
宗
論
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
場
合
に
は
、
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
側
の
優
勢
と
な
り
、
マ
〈
ｌ
ヤ
ー
ナ
た
ち
は
中
国

へ
追
放
さ
れ
て
、
以
後
チ
今
ヘ
ッ
ト
佛
教
は
イ
ン
ド
系
の
佛
教
に
定
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
は
王
の
命
令

に
よ
っ
て
修
習
次
第
（
田
圃
ぐ
自
国
‐
胃
曾
目
騨
）
を
著
述
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
七
九
二
’
七
九
四
年
頃
の
事
件
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
修
習
次
第
と
い
う
言
は
、
現
在
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
吾
（
影
印
版
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
第
一
○
二
巻
ｚ
ｏ
．
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閉
己
ｌ
認
邑
で
、
先
の
ド
ミ
エ
ヴ
ィ
ル
教
授
の
著
述
の
中
に
、
ル
ウ
ー
ヴ
ァ
ー
ン
大
学
教
授
ラ
モ
ー
ト
（
固
］
の
ロ
コ
の
届
一
日
○
洋
⑦
）
氏
の

そ
れ
に
対
す
る
記
述
が
掲
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

尤
も
、
そ
の
事
件
が
、
そ
の
よ
う
な
結
果
と
な
る
に
到
る
迄
の
間
に
は
、
彼
此
政
治
的
な
圧
力
が
、
そ
の
時
友
に
お
い
て
両
派
の
間
に

利
用
せ
ら
れ
た
跡
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
が
、
そ
の
事
件
の
中
に
迎
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
イ
ン
ド

佛
教
側
を
優
位
な
状
勢
に
導
く
契
機
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
更
に
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
み
な
ら
ず
、
先
立
つ
七
七
五
年
に
は
、
カ
マ

ラ
シ
ー
ー
フ
の
師
で
あ
る
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
（
闘
貝
目
鼻
骨
Ｐ
・
寂
護
）
に
よ
っ
て
サ
ム
エ
寺
院
の
基
礎
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

伝
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
と
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
の
二
大
学
匠
が
、
そ
こ
に
登
場
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、
そ
れ
は
歴
史
家
た
ち
が
考
え
て
い
る
以
上
に
、
そ
こ
に
は
当
時
の
イ
ン
ド
佛
教
の
大
き
な
勢
力
が
そ
こ
に
注
ぎ
こ
ま
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
現
在
チ
、
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
に
収
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
そ
の
二
人
の
学
匠
の
著
作
は
ゞ

（
妬
）

紀
元
三
世
紀
に
大
乗
佛
教
哲
学
の
基
礎
を
立
て
た
竜
樹
（
ｚ
綴
目
盲
目
）
の
思
想
を
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
再
検
討
し
、
そ
の
論
議
を
拡

（
Ⅳ
）

充
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
そ
れ
は
イ
ン
ド
大
乗
佛
教
哲
学
の
終
末
を
飾
る
輝
か
し
い
業
績
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ

き
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
坪

し
て
述
べ
て
き
た
関
係
上
、
チ
、

い
て
終
り
に
一
言
申
し
述
、
へ
る
。

マ

タ
0

以
上
の
よ
う
な
成
立
事
情
に
あ
る
チ
、
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
が
、
佛
教
研
究
の
上
に
ど
う
い
う
役
割
を
も
っ
て
い
る
か
、
な
ど
彼
此
枚
挙
す
べ

こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
始
め
か
ら
、
翻
訳
さ
れ
て
い
る
大
蔵
経
と
い
う
性
格
に
従
っ
て
↑
チ
ー
、
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
を
漢
訳
佛
典
と
対
比

て
述
べ
て
き
た
関
係
上
、
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
の
全
体
を
通
覧
し
た
上
で
の
、
漢
訳
大
蔵
経
と
は
特
異
な
性
格
が
あ
る
、
と
い
う
点
に
っ

漢
訳
大
蔵
経
と
い
う
佛
典
の
大
集
成
は
、
佛
教
の
教
義
に
関
す
る
も
の
の
他
に
伝
記
に
関
す
る
も
の
な
ど
を
も
包
蔵
し
て
い
る
こ
と
は

(四）

チ
、
ヘ
ッ
ト
佛
典
の
一
特
異
性
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さ
と
り

大
乗
佛
教
者
は
、
正
覚
の
道
と
し
て
の
佛
教
の
教
説
を
き
わ
め
る
こ
と
に
愈
女
精
勤
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
同
時
に
、
彼
は
、
そ
の

対
処
す
る
時
代
の
諸
学
に
も
精
勤
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
な
け
れ
ば
佛
教
の
究
極
目
的
を
き
わ
め
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。
そ

れ
が
な
さ
れ
ず
し
て
、
た
だ
正
覚
の
境
界
に
停
滞
し
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
小
乗
佛
教
で
し
か
な
い

（
鋤
）と

。
こ
れ
は
、
大
乗
の
実
践
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
明
瞭
に
表
示
し
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。

（
虹
）

先
に
関
説
し
た
一
四
世
紀
に
在
世
し
て
チ
、
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
編
築
の
基
礎
を
築
き
上
げ
た
ブ
ト
ン
は
、
そ
の
佛
教
史
の
中
に
、
大
乗
荘
厳

経
論
の
こ
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
中
に
収
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
そ
れ
ら
諸
学
の
書
に
関
説
し
て
い
る
の
を
見
る
か
ら
、
佛

教
以
外
の
諸
科
学
の
典
籍
を
大
蔵
経
の
中
に
収
蔵
せ
し
め
た
の
は
、
恐
ら
く
ブ
ト
ン
の
大
乗
佛
教
理
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
旭
）

勿
論
で
あ
る
が
、
大
体
に
お
い
て
佛
教
に
関
す
る
も
の
の
大
集
成
と
い
う
こ
と
よ
り
他
は
な
い
。
然
る
に
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
に
は
、
佛
教

プ
ロ
。
〈
－
に
関
す
る
も
の
（
内
明
）
の
他
に
、
イ
ン
ド
の
文
法
学
（
声
明
）
、
認
識
論
・
論
理
学
（
因
明
）
、
医
薬
学
（
医
方
明
）
、
技
芸

学
（
工
巧
明
）
な
ど
の
五
明
、
す
な
わ
ち
古
代
及
び
中
世
に
お
け
る
イ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
文
化
一
般
に
関
す
る
研
究
資
料
な
ど
を
も
収

蔵
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
点
に
よ
っ
て
学
者
は
、
そ
れ
が
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
の
特
異
な
性
格
で
あ
る
と
い
お
う
と
し
、
時
あ
っ
て
そ
う
い

う
点
が
チ
、
ヘ
ッ
ト
大
蔵
経
の
文
化
的
な
価
値
で
あ
る
と
い
お
う
と
す
る
こ
と
す
ら
あ
る
。
け
れ
ど
も
私
か
ら
言
え
ば
、
佛
教
が
夫
女
の
時

代
に
処
し
て
い
っ
た
歴
史
的
境
域
の
文
化
を
広
く
包
蔵
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
大
乗
佛
教
で
あ
り
↑
大
乗
佛
教
は
そ
う
い
う
文
化
一
般
を

広
く
包
蔵
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
佛
教
の
思
想
体
系
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
い
た
い
。
そ
の
こ
と
は
、
四
・
五
世
紀
の

（
岨
）

頃
に
在
世
し
た
弥
勒
ｌ
無
著
１
世
親
と
い
う
三
人
の
思
想
家
を
経
て
完
成
せ
ら
れ
て
い
っ
た
大
乗
荘
厳
経
論
と
い
う
書
の
次
の
言
葉
（
梵

文
求
法
品
第
六
○
偶
、
功
徳
品
第
四
三
偶
）
に
よ
っ
て
、
よ
く
表
示
せ
ら
れ
て
い
る
。

、
、
、

大
乗
佛
教
者
は
、
五
明
処
（
の
ｇ
目
里
言
○
鳥
）
に
精
勤
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
佛
教
の
究
極
目
的
に
到
達
し
な
い

と
。
こ
の
言
葉
は
、
そ
れ
以
後
の
書
物
の
中
に
も
度
女
引
用
せ
ら
れ
る
重
要
な
言
葉
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
一
般
的
に
敷
術
せ
ぱ
、
こ
う
い

う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
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中
国
佛
教
は
、
中
国
の
文
化
が
す
で
に
形
成
せ
ら
れ
た
境
域
に
伝
訳
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
中
国
へ
佛
典
が
伝
訳
せ
ら
れ
る
よ
う

な
時
期
に
は
、
一
般
文
化
に
関
す
る
よ
う
な
イ
ン
ド
の
書
物
が
注
意
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
．
そ
れ
が
、
漢
訳
大
蔵
経
哨
に
、

そ
う
い
う
書
物
が
収
蔵
せ
ら
れ
る
機
会
を
持
た
な
か
っ
た
事
由
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
チ
、
ヘ
ッ
ト
は
、
イ
ン
ド
佛
教
の
導
入
を
以
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
文
化
国
家
を
形
成
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
先
の
大
乗
荘
厳
経
論
に
提
示
せ
ら
れ
る
よ
う
な
大
乗
佛
教
実
践
の
理
念
が
、

そ
の
儘
、
大
蔵
経
の
中
に
展
開
せ
ら
れ
よ
う
と
し
た
の
で
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
旦
ら
く
別
と
し
て
も
、
大
乗
荘
厳
経
論
に
展

開
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
理
念
に
お
い
て
＄
大
乗
佛
教
の
実
践
が
考
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
は
、
佛
教
が
大
乗
佛
教
と
し
て
歴
史
的
に
実
践

せ
ら
れ
る
上
か
ら
見
て
重
要
な
事
柄
で
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

註
１
ネ
フ
ス
キ
ー
・
石
浜
純
太
郎
「
西
夏
語
訳
大
蔵
経
考
」
（
龍
谷
論
叢
、
二
八
七
号
）
。

２
母
辱
四
目
尿
邑
《
Ｆ
』
旨
号
昇
］
の
旨
○
目
の
（
勺
曾
風
の
、
ご
患
）
山
田
龍
城
訳
「
佛
教
人
文
主
義
」
（
東
京
大
雄
閣
害
房
、
昭
和
三
年
）
、
和
訳
五
一

頁
及
び
一
二
五
頁
な
ど
参
照
。
同
、
巳
目
：
。
ぐ
旨
“
四
ｇ
ｏ
の
急
胃
尉
』
ら
器
）
山
口
益
・
佐
倉
木
教
悟
共
訳
註
「
イ
ン
ド
文
化
史
」
（
平
楽
寺
書

店
、
昭
和
三
三
年
）
、
和
訳
二
○
二
頁
参
照
。
因
み
に
直
前
の
文
章
中
に
「
イ
ン
ド
佛
教
の
使
節
た
ち
」
と
い
っ
た
の
は
、
厨
め
目
の
巴
○
目
］
巴
Ｈ
①
の

合
田
○
口
目
宮
切
目
の
旨
呂
の
口
（
同
旨
骨
禺
扇
冨
。
且
の
｝
や
島
）
の
語
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

３
Ｓ
・
レ
ヴ
ィ
著
「
佛
教
人
文
主
義
」
五
二
頁
、
及
び
佐
藤
長
著
「
古
代
チ
：
ヘ
ッ
ト
史
研
究
」
（
東
洋
史
研
究
会
、
昭
和
三
三
年
）
上
巻
二
七
四
頁
。

４
芳
村
修
基
編
「
デ
ン
カ
ル
マ
目
録
」
留
冒
匡
嚥
○
め
巨
日
員
秒
肖
胃
己
の
鳥
目
‐
ｇ
四
』
四
口
○
Ｅ
①
胃
・
自
己
○
唱
①
９
９
①
貝
胃
３
口
国
口
目
巨
牌

ｏ
Ｐ
ｐ
Ｏ
ｐ
》
急
昇
ロ
冒
禽
Ｏ
Ｑ
ｐ
ｇ
Ｏ
ｑ
冒
○
３
ｍ
》
同
胃
巨
丙
○
戸
口
ご
巳
ぐ
①
Ｈ
巴
ご
》
属
旦
○
さ
』
后
９
．

旨
胃
８
房
Ｆ
巴
○
口
“
Ｆ
①
印
蔚
胤
①
の
ご
Ｏ
ｐ
Ｑ
Ｑ
巨
壱
の
の
四
口
前
日
湧
旦
戸
Ｈ
ｇ
嗣
冒
一
‐
閏
○
口
‐
匡
⑦
‐
胃
ｇ
〕
』
Ｆ
①
］
○
ｐ
Ｈ
巨
巳
閉
旨
陸
呂
①
》
弓
胃
尉
岳
認
．

５
佐
藤
長
「
レ
ン
ダ
ル
マ
王
の
在
位
年
次
に
つ
い
て
」
（
史
林
、
一
九
六
三
年
第
五
号
）
。

６
こ
の
項
の
下
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
や
ヴ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ー
ラ
僧
院
が
破
壊
せ
ら
れ
荒
廃
し
て
、
佛
教
僧
侶
が
チ
。
ヘ
ッ
ト
へ
逃
避
し
た
事
情
な
ど
の
こ
と
は
、

⑦
．
閃
○
①
凰
呂
如
国
○
喝
ゅ
唇
望
９
口
ご
肖
旨
儲
乱
冒
旨
弓
Ｐ
目
色
・
岳
＄
）
や
侭
に
記
録
せ
ら
れ
て
い
る
。

７
稲
葉
正
就
「
中
世
チ
。
ヘ
ッ
ト
初
期
に
お
け
る
般
若
中
観
諭
書
の
訳
出
」
（
大
谷
大
学
佛
教
学
会
編
「
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
」
、
一
九
六
六
年
）
参
照
。

８
こ
こ
の
蒙
古
と
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
閃
①
忌
日
・
ロ
の
切
旦
《
閏
い
ざ
胃
①
烏
］
》
①
斡
刷
日
①
○
国
①
昌
亀
胃
尉
ゞ
ご
暗
）
や
急
っ

ハ 再
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廻
拙
著
「
フ
ラ
ン
ス
佛
教
学
の
五
十
年
」
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
四
）
六
’
一
五
頁
。

協
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
、
初
期
の
佛
教
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
学
を
め
ぐ
っ
て
」
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
彙
報
第
四
、
昭
和
二
九
年
）
一
二
頁
。

ｕ
稲
葉
正
就
著
「
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
語
古
典
文
法
学
」
（
法
蔵
館
、
昭
和
二
九
年
）
四
二
頁
に
、
そ
の
註
釈
言
の
著
者
が
、
善
巧
成
就
（
旨
昏
騨
め
唱
号
）

で
あ
る
と
い
う
。
ゞ
ハ
コ
ー
の
ト
ン
ミ
文
法
研
究
書
の
序
論
の
初
め
に
、
善
巧
成
就
は
シ
シ
（
凹
白
）
の
弟
子
で
、
シ
シ
が
十
七
世
紀
の
人
で
あ
る
と

い
う
か
ら
、
善
巧
成
就
も
十
七
世
紀
か
十
八
世
紀
の
人
で
あ
ろ
う
。

妬
長
尾
雅
人
著
「
蒙
古
学
問
寺
」
（
全
国
書
房
、
昭
和
二
二
年
）
・

略
拙
稿
「
中
観
荘
厳
論
の
解
読
序
説
」
（
干
潟
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
、
昭
和
三
九
年
）
五
一
頁
。

Ⅳ
前
註
所
掲
の
拙
諭
四
四
頁
、
並
び
に
拙
著
「
般
若
思
想
史
」
（
法
蔵
館
、
昭
和
二
六
年
）
一
九
三
’
一
九
四
頁
。

肥
こ
の
点
に
つ
い
て
私
は
、
汎
く
漢
訳
大
蔵
経
を
渉
猟
し
て
、
特
に
中
国
佛
教
々
理
の
研
究
に
専
心
す
る
学
友
の
所
見
を
確
か
め
た
。

胸
こ
の
言
葉
は
、
文
字
通
り
に
は
「
最
上
聖
者
は
、
五
種
の
明
処
に
精
勤
を
作
さ
ず
し
て
は
、
如
何
に
す
る
も
一
切
智
た
る
に
は
至
ら
な
い
」
で
あ

る
。
宇
井
伯
寿
著
「
大
乗
荘
厳
経
論
研
究
」
二
三
五
頁
参
照
。

即
こ
こ
の
言
葉
の
精
細
適
確
な
意
味
に
つ
い
て
は
、
山
口
益
等
著
「
伽
教
学
序
説
」
（
平
楽
寺
書
店
）
一
九
六
頁
の
解
釈
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
・

皿
先
に
註
（
９
）
の
個
処
で
関
説
し
た
「
ブ
ト
ン
の
佛
教
史
」
Ｉ
、
四
四
’
四
八
頁
参
照
。

（
本
稿
は
、
昭
和
四
二
年
五
月
三
一
日
、
日
本
学
士
院
例
会
の
「
論
文
提
出
」
に
お
い
て
演
、
へ
ら
れ
た
も
の
に
、
若
干
の
補
訂
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
）

そ
の
部
数
な
ど
を
確
か
め
う
る
』

、
註
（
８
）
で
関
説
し
た
個
処
。

廻
拙
著
「
フ
ラ
ン
ス
佛
教
学
の
一

協
拙
稿
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
、

ｕ
稲
葉
正
就
著
「
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
壺
里

10

以
下
の
「
フ
ビ
ラ
イ
の
宗
教
政
策
」
の
記
述
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
の
年
次
に
つ
い
て
は
、
稲
葉
正
就
「
元
の
帝
師
に
関
す
る
研
究
」
（
大

谷
大
学
研
究
年
報
第
十
七
巻
）
一
○
一
頁
以
下
に
よ
る
。
な
お
こ
こ
の
所
述
及
び
こ
の
項
の
終
り
ま
で
の
と
こ
ろ
は
、
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ
「
佛

教
人
文
主
義
」
五
二
’
五
四
頁
が
要
を
得
た
記
述
で
あ
る
。

９
詞
巨
‐
胃
○
国
酌
国
房
さ
Ｈ
ぐ
９
国
戸
己
全
巨
の
日
ゞ
陣
四
口
巴
胃
呂
づ
く
園
．
○
ず
①
叶
日
旨
①
時
〕
尋
詳
巨
巴
〕
冒
吋
（
昼
ご
ｏ
堂
○
国
ご
回
目
目
．
煕
号
①
号
鼻
骨
割
国
①
己
巴
‐

常
山
ロ
ー
い
庁
○
ロ

ヴ
①
Ｈ
西
》
〕
⑮
い
〕

東
洋
文
庫
に
は
、
〃
ブ
ト
ン
の
佛
教
史
″
の
チ
。
ヘ
ッ
ト
原
本
が
四
本
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
四
本
を
全
部
対
校
す
る
な
ら
ば
、

の
部
数
な
ど
を
確
か
め
う
る
か
も
し
れ
な
い
。
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